
 

１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    

 

 ありがとう、マレーシア。 

ありがとう、クアラルンプール日本人学校。 

 

３年間という派遣期間を終え、帰国して約半年

がたった今、心からそう思います。 

教師として、日本人として、親として、いろい

ろな立場・視点で見ても、本当に貴重な経験をす

ることができた日々でした。 

今回、在外教育施設派遣教員帰国報告会という

機会をいただきました。短い時間の中ではありま

すが、私の３年間の派遣期間の中で印象に残って

いることや、取り組んだ教育活動などについて自

分自身ふりかえりながら、お話しさせていただき

たいと思います。 

 

２２２２    マレーシアマレーシアマレーシアマレーシアについてについてについてについて    

 

２－１２－１２－１２－１    国の概況国の概況国の概況国の概況    

 

 まず、マレーシアという国について簡単に紹介

させていただきます。 

【日本貿易振興機構（jetro）ウェブサイトより】 

 

次に在外教育施設という視点で見てみましょ

う。世界中で５０か国、８０校強ある在外教育施

設、日本人学校ですが、マレーシアには４つの日

本人学校があります。まず私がお世話になったク

アラルンプール日本人学校、そしてシンガポール

国境近くにあるジョホール日本人学校、北部のタ

イ国境そば、世界遺産にも指定されているジョー

ジタウンの近くにあるペナン日本人学校、そして

南シナ海を渡って東、ボルネオ島（インドネシア

ではカリマンタン島と呼んでいます）のコタキナ

バル日本人学校の４つです。私が派遣された平成

２２年度はすべての学校に北海道から教員が派

遣された珍しい年でした。旅行の際にコタキナバ

ルの先生を訪ねたり、ペナンの先生から電話が来

て、和太鼓の修理について尋ねられたり、ジョホ

ールの先生が日本人会バレーボールの親善試合

で学校を訪れたりと、いろいろな行き来がありま

した。 

 マレーシアは近年、

日 本 人 に 向 け て

MM2H（マレーシア・

マイ・セカンド・ホー

ム）プログラムを推進

しており、主に退職後

のご夫婦などのロング

ステイを受け入れています。 

日本に比べれば治安が良くないことは言うま

でもない東南アジアですが、マレーシアはその中

でも比較的治安が良く、人々も親日的で、物価も

安く暮らしやすいことが背景にあるようです。 

 

２－２２－２２－２２－２    東方政策東方政策東方政策東方政策    

 

 この国の人々が概して親日的であることの背

景には、１９８１年、当時の首相モハマド・マハ

ティールが「東方政策」（Look East Policy）を提
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唱し、推し進めたことが大

きく影響しています。先進

国に追いつくためには、欧

米諸国ではなく日本（また

は韓国）の人づくり・国づ

くりに学ぶべきであると

いう理念のもと、彼が首相

を務めた２２年間、12000

人ものマレーシア人が日本へと留学し、モノづく

りはもちろん、その底流に流れる日本人の気概な

ど、様々なことを学んで帰国したと聞いています。

また、その期間多くの日本人技術者が来馬し、日

本の技術や研修方法などをマレーシア人に伝え

ました。現在でも両国間の関係はおおむね良好で

あると言えます。 

 

 

３３３３    クアラルンプール日本人学校の子どもたちクアラルンプール日本人学校の子どもたちクアラルンプール日本人学校の子どもたちクアラルンプール日本人学校の子どもたち    

 

 クアラルンプール日本人学校は幼稚部、小学部、

中学部と合わせて約８００人弱、在外教育施設の

中では大規模校と言えます。 

 子どもたちの多くはいわゆる日本企業の海外

駐在員のお子さんということになります。母親か

父親、どちらかがマレーシア人という子もクラス

に２割ほどおりました。 

 

３－１３－１３－１３－１    海外で暮らす海外で暮らす海外で暮らす海外で暮らす子ども子ども子ども子どもたちの姿からたちの姿からたちの姿からたちの姿から    

 

 在外教育施設で教育活動を行っていく中で出

会った子どもたちの中に、地元のインターナショ

ナルスクールからの編入生もいましたが、この子

たちが最初にぶつかる壁は「自己管理」という壁

です。自分の学習道具を自分で準備する、自分が

よごしたところは自分で掃除する、このようなこ

とができない子が多く本当に驚きましたが、同時

に日本の世界に誇れる教育活動は整理整頓など

の生活指導と、清掃指導であることを痛感しまし

た。 

 また、インターナショナルスクールからの編入

生や、新一年生でローカルの幼稚園などを卒園し

て入学してきた子の中には、英語は流暢だけれど

も日本語の読み書きがほとんどできないという

子が何人もおり、教職員の中でも看過できない問

題になってきました。そこで、そういう子どもた

ちを対象に平成２４年度から「日本語支援教室」

を開講することにしました。 

両親は日本人で、日常会話は問題なくできる子

でも、学力テストなどを行うと、やはり週８時間

以上学校で国語を学習してきた子とは大きく差

が開いていることに、本人も、保護者も、そして

担任も愕然とします。加えて、片方の親、特に母

親が日本人でない場合は家庭で話されている言

語が日本語でないケースも多く、そういう子にと

って日本語教室は価値のある取り組みになった

と言えます。毎週木曜日の放課後、５時間授業で

子どもたちを帰した１・２年生の先生が中心にな

り、該当する児童を教室に呼び少人数で日本語の

基礎を教えていきます。とはいえ、指導する教員

も日本語を教えることに関して専門的な知識を

持っているわけではありませんから、市販の一年

生の漢字練習ノートやひらがな練習ドリルなど

マレーシアの経済発展

の象徴とも言われるペ

トロナス・ツインタワ

ー。日本のハザマ建設と

韓国のサムスン物産建

設が担当し、1998 年に

完成しました。 
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を保護者に実費で買ってもらい、一緒に書きなが

ら指導していくという形が多かったです。 

 前頁の例にもあるように、日本語を習得すると

いうことを考えた時、やはり日本の国語教育は極

めて意味のある大切なものなのだということを

実感しました。第一言語のことを英語では

mother tongue と言いますが、「お母さんの話す

言葉」という意味で「母国語」なんだなとも感じ

ました。 

 

３－２３－２３－２３－２    子どもたちを取り巻く環境子どもたちを取り巻く環境子どもたちを取り巻く環境子どもたちを取り巻く環境    

 

子どもたちの多くはコンドミニアムと呼ばれ

る家具付きの賃貸マンションに暮らしています。

保護者の多くは現地の日本企業の駐在員という

こともあり、マンション自体は非常に立派で、高

級感があり、部屋の中も広々としていることも多

いのですが、ひとたびコンドミニアムの敷地の外

に出ると、スリやひったくりは日常茶飯事、連れ

去り、誘拐などのニュースをよく目にします。 

ここは東南アジアなのです。 

クアラルンプールはそんな中でも比較的治安

は良いと言われていますが、常に万が一を考える

のが親心というものです。親の目の届かないとこ

ろに安直に子どもを出すことはできません。子ど

もを親なしで遊ばせるのであれば、最低でもコン

ドミニアムの敷地内、もしくは小さい子であれば

ショッピングモール内にある有料のキッズパー

クです。コンドの敷地内は２４時間警備をしてい

るガードがいますし、入り口にはガードハウスが

あり、身分証明書の提示が求められるなど警備が

しっかりしていますので、親としてもまだ安心で

す。（それでもコンドミニアム内で泥棒に入られ

る家があります。）そんな中ですから、日本のよ

うに学校の帰りに「じゃ、３時に○○公園に自転

車で集合ね！」などというわけにはいきません。 

そのような背景もあって、子どもたちに友達同

士で遊ぶ自由な時間を保障してあげたいという

思いから、クアラルンプール日本人学校では「放

課後」の時間を設けています。授業自体は６時間

でも１５時過ぎには終わりますが、スクールバス

の出発時間を１６：３０に設定しています。帰り

の会が終わると、子どもたちはグラウンドや体育

館、中庭やパソコン室、図書室など思い思いに友

達との時間を楽しんでいます。それでも運動する

機会自体が少なく、スポーツテストの結果などを

見ると基礎体力がないことにショックを受ける

ことも少なくありません。平成２３年度から「体

育朝会」を設定し、BGM に合わせて全校でグラ

ウンドを走ったり、全校で縄跳びに取り組んだり

して体力向上を図る取り組みもしました。（ちな

みに、コンドミニアムにはたいていプールがつい

ており、そこにコーチを呼んで水泳のレッスンを

する子が多く、泳力だけはずば抜けて高いという

分析もあります） 

 

４４４４    クアラルンプール日本人学校の保護者クアラルンプール日本人学校の保護者クアラルンプール日本人学校の保護者クアラルンプール日本人学校の保護者    

 

 ここでは、保護者を取り巻く環境と、その中で

どのようなかかわりをもちながら学習・生活指導

を進めていったのかについて述べていこうと思

います。 

 以下はある母親が個人面談中に話してくれた

ことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このような現状から、母親が子どもと一緒に過

ごす時間が多く、母子の関係も煮詰まっていき、

言うことを聞かせたり、心を通わせて叱ったりす

ることが難しくなっていく。母親個人としても、

気軽にいろいろなことを話せる実家の親、学生時

□父親は駐在員としてタイやシンガポール、そ

の他の支社などへの出張も多く、帰宅も比較

的遅いことが多い。 

□加えて、休日には付き合い（自分が好きで？）

ゴルフや会合にも頻繁に行く。 

→日本に比べて、母親と子どもだけで過ごす時

間がものすごく多い。 

□母親が英語が苦手だと、外に出るのもおっく

うになるので、さらに家に閉じこもりがちに

なる。 



代の友達などが近くにいるわけではなく、いるの

は子どもの同級生の母親であることが多く、会え

ば話題は学校のことが中心になるので、結局気疲

れしてしまう。同じコンドミニアム内でも保護者

同士の付き合いがあり、いろいろな人がいる中で

気疲れしてしまうという状況があります。 

 ここから見えてくることは、保護者、特に母親

が置かれている環境の特殊性です。まとめると、 

いろいろな意味で「閉塞的な環境」の中で生活し

ているのが、クアラルンプール日本人学校に子ど

もを通わせている保護者の現実の姿です。そんな

中でも子どもの家庭学習を見てアドバイスして

やり、慣れない環境の中で毎日５時台には起床し

て子どものために弁当を作り、具合が悪くなった

と連絡があればすぐにタクシーで一時間近くか

けて学校へ駆けつける保護者の方々には、本当に

頭が下がる思いでした。先述のように、保護者の

方の中には気難しく、お話をしてもなかなか分か

り合えない方も中にはいますが、大部分は常識・

良識あるきわめて協力的な方々です。 

今でも忘れられないのは、派遣されて２年目、

５年生を担任していた時のこと。３学期学校に足

しげく通い、私に気付かれないように、放課後

PTA の会議室に子どもたちを集め、私へのメッセ

ージをビデオ撮影し、編集して DVD にまとめ、

学級お別れ会で私にプレゼントしてくれたお母

さん方がいたことです。転出していった子にも連

絡を取り、ビデオはないけれどメッセージカード

を添えてくれていました。こういう方々に出会え

て、そしてこういう方々のお子さんを担任できて

本当に幸せだったと感じています。また、３年目

で印象に残っているのは、父親が仕事の関係でほ

ぼ家におらず、母一人子一人で奮闘する中華系マ

レーシア人のお母さんでした。日本語は全く読み

書きができないため、教務とも相談し、連絡帳や

携帯電話の SMS で学校からの連絡事項をやり取

りするなど、学校でもできる限りの支援をしなが

ら、何とか一年間を過ごしました。最後に「先生

と出会えてよかった。あまり感情を出さない自分

の息子が『関本先生が帰国するのがさみしい』と

話してくれたのが親として本当にうれしかった」

と伝えてくれたこと、一生忘れないだろうと思い

ます。 

 

６６６６    ３年間の実践をふりかえって３年間の実践をふりかえって３年間の実践をふりかえって３年間の実践をふりかえって    

 

６－１６－１６－１６－１    東日本大震災のこと東日本大震災のこと東日本大震災のこと東日本大震災のこと    

 

 この三年間の中で一番大きい出来事、それは言

うまでもなく、2011 年の 3 月 11 日におこった東

日本大震災です。日本から離れたマレーシアでも、

大きな衝撃を受けました。テレビから流れてくる

映像が、なんだか映画のワンシーンのようで、呆

然とテレビの画面を見つめながら立ち尽くした

ことを今でも覚えています。 

あの日はちょうど派遣されてから一年がたと

うとしていた年度末、中学部の卒業式を終え遅い

昼食を二階の職員室でとっていた時のことでし

た。一階の事務室に用事で行った同僚が職員室に

飛び込んできて「大変だ。東北のほうで大地震が

起こって、津波が押し寄せて大変なことになって

いる」と言うのです。事務室に駆け込んだあとは、

ただテレビから流れてくる映像を見ていること

しかできませんでした。「日本を離れていてよか

った」などと言う人は一人もいませんでした。日

本中から教員が派遣されてくるのが在外教育施

設です。同じ年度に派遣された先生の中には、仙

台で生まれ育った先生や、福島県から派遣されて

きた先生もいたのです。幸い福島出身の先生のご

自宅は内陸部で、被害は少なかったようですが、

・海外の日本人コミュニティの中で様々な人と

交流をもつことが要求されるという閉塞的

な環境 

・自分の子どもとの関係が日本以上に密にな

り、母子お互いに「逃げ場」のない閉塞的な

環境 

・学校、つまり育児のことを忘れて、気の置け

ない友人や家族とリラックスする個別の時

間をもつことができない閉塞的な環境 



他人事とは思えませんでした。 

23 年度に入ると東北から「避難」してきた家庭

もあり、お子さんも心に大変なショックを受けて

いるので教室では震災や原発の話は控えること、

という引継ぎもありました。遠く離れたマレーシ

アでも、震災が与えた影響は甚大だったことは間

違いありません。子どもたちの中にも、祖父母を

含め親戚が東北の太平洋側に住んでいるという

子が少なからずいました。 

震災が起きてすぐのころは、街を歩いていても

見知らぬマレーシア人に声をかけられるという

ことが何度かありました。例えば、「今日夜 6 時

から家族みんなで日本で地震や津波の被害に遭

われた人たちに祈りを捧げます。日本の皆さんに

神様のご加護がありますように。」などと話して

くれる方、私が北海道出身だと話すと「それでも

ご家族が心配でしょうね」と気遣ってくれる方も

いて、マレーシア人が親日的で思いやりの心をも

つ人々だと改めて感じたことを思い出します。 

 このような未曾有の災害や事故に直面しなが

らも、そこから立ち直ろうとする人々の姿にも触

れさせたいと思い、社会科の水産業の学習の中で

震災のことも取り上げようと決めました。取り上

げたのは三陸水産という水産加工業者です。漁獲

量の減少、従事者の高齢化、燃料代の高騰などを

背景に衰退の一途をたどる日本の水産業の現状

に加え、今回の震災。ややもすると希望など一つ

ももてずに学習が終わってしまうのではないか

と思ってしまいます。 

子どもたちには何も知らせずに三陸水産のわ

かめの加工について取り上げ、「水産加工業に自

信や誇りをもって取り組んでいる人たちがいる

んだね！」とまとめると、子どもたちの中から「先

生、ところで『三陸』って…」という声が上がり

ました。子どもたちは三陸水産が福島県いわき市

の会社であることを突き止め、大きなショックを

受けていました。「今はどうなっているんだろう

…」単元の後半は三陸水産からお客さんにあてた

新聞記事のメッセージを読み取りました。壊滅的

な被害を受けつつも、何とか工場を再開したこと

がわかり、子どもたちは一安心した様子でした。

最後は三陸水産の社員の方から子どもたちへメ

ッセージをいただき、そして私が取り寄せたわか

めを実際に試食したことで、「がんばろう、東日

本」の思いを深めることができたと思います。わ

かめは海外に郵送してもらうのは難しいとのこ

とで、先生の中に友人がマレーシアに遊びに来る

という方がいると聞いて、無理やり頼んで持ち込

んでもらったことも思い出します。学習が終わっ

た後も、子どもたちの中には「親戚に頼んで三陸

水産のわかめを注文し、航空便で送ってもらっ

た」という子が何人かいて、驚きました。 

社会科だけでなく、国語の中でも「ぼく、わた

しの３１１」というタイトルで作文を書き、読み

あうという取り組みも行いました。（社会科と国

語での取り組みに関しては、添付資料をご覧くだ

さい） 

 他にも、一年目、2 年生の子どもたちと取り組

んだ生活科「ごまをそだててみよう」や、3 年目

に 4年生の子どもたちと取り組んだ総合的な学習

「おなかいっぱい マレーシア」など、在外教育

施設だからこそできる実践を模索し続けた 3年間

でした。こちらも当時の学級だよりを添付します

ので、ご参照ください。 

 

６－２６－２６－２６－２    平野先生の教育相談活動平野先生の教育相談活動平野先生の教育相談活動平野先生の教育相談活動    

 

 クアラルンプール日本人学校に派遣が決まり、

赴任した後もいろいろな方と連絡を取っていま

したが、その中に学生時代にお世話になった北海

道教育大学の平野直己先生がいました。平野先生

とは岩見沢校の学部生時代、教育心理学関係の講

義をいくつも受講させていただき、心理学に関係

する本などもよく貸していただいていました（研

究室は心理ではありませんでしたが）。それがご

縁で先生が岩見沢で開いたフリースクールの立

ち上げにもお手伝いをさせてもらったり、院生時

代の２年間は先生の紹介で栗沢町の中学校で心

の教室相談員のお仕事をさせてもらったりと、

様々なところでつながらせていただいていまし



た。 

「クアラルンプール日本人学校へ赴任しまし

た。マレーシアはいいところです、ぜひ遊びに来

てください」とメールをしたところ、「遊びに行

くだけではなくて、せっかくだからそっちで何か

できることはないかと思っているんだけれど…」

とお返事をいただきました。先述のように在外教

育施設は子どもたちも保護者もそして働く教職

員も、日本国内とはまた異なる様々な問題や悩み

を抱えています。平野先生が来てくれれば、もし

かしたらそんな現状にきっと何か解決策を投げ

かけられるかもしれない、

と思いました。管理職の先

生方にも相談すると快諾

してくださり、3 年間、毎

年平野先生に学校に来て

いただき、教育相談と題し

て保護者との相談活動や、

子どもたちとの面談、

PTA への講演会、教員の

研修会なども開くことが

できました。また、平野

先生だけではなく、札幌

市の児童相談所で勤務さ

れている長屋先生や、お

茶の水女子大の青木先生など、普段なかなかお話

を聞くことができないような先生方も一緒に来

てくださり、子どもの指導や保護者の対応などで

思い悩んでいる学級担任へもフィードバックを

いただくことができました。私が帰国した平成 25

年度以降も、相談活動は続けていくと聞いていま

す。私も今後は 3年間働いた旧職員としてですが、

「在外教育施設への日本国内からの支援活動」と

いう平野先生

の研究テーマ

に、何らかの

形でお手伝い

ができればと

考えています。 

 

６－３６－３６－３６－３    若手学習会若手学習会若手学習会若手学習会    

 

 派遣されて 1 年目、子どもの指導や行事の準備

に追われ、ものすごいめまぐるしさの中で日々が

過ぎていきました。 

そして最初の年、平成 22 年度が後半に差し掛

かってきた 2 月、私にとってショックだった出来

事がありました。それは、一緒に来馬した財団派

遣の若い先生が帰国することを決めたことでし

た。教員免許は持っていたものの、現場で指導し

た経験はほとんどなく、もちろん学級担任は初め

てということで、学習指導や子どもへの対応、保

護者とのかかわりなどでいろいろと苦労してい

るのは知っていました。しかし、そこまで思い詰

めて悩んでいたとは知りませんでした。 

職員室でもすぐそばの席だったのに、どうして

気づいてあげられなかったのだろう。どうして自

分は何も声をかけなかったのだろう。私はしばら

く考えていました。言い訳がましいですが、一年

目、自分自身も必死で、自分のことだけで精いっ

ぱいだったのです。 

まじめで気遣いのできる先生であればあるほ

ど、周りの忙しく動いている他の先生方には相談

できなくなってしまうのではないか。外部に学び

に行ったり、客観的に話を聞いたりする人が身近

にいないのかもしれない。特に単身で来ている若

い先生は、家に帰っても一人、友人は職場の同僚

という世界の中でメンタルヘルスを維持するの

が難しいのではないか、いろいろなことを考えま

した。 

加えて、土日は漢検、英検に加え水泳大会、部

活の指導、ソフトボール大会、バレーボール大会、

日本人墓地清掃など、学校職員として日本人会の

行事への参加を求められることも多く、休日です

らゆっくり体を休めることもままならないこと

が多くありました。 

そして、そういう生活の中でも教師として自分

の指導力を高めていきたいと考えたとしても、学

校研修以外の場では研修の機会がほとんどない

のではないかと考えました。教育書を手に入れる

学校内を回る平野

先生。幼稚部の子

どもたちに声をか

けてくださってい

るところ。 



ことすら難しく、KL 市内中心部にある紀伊國屋

書店で購入すれば国内の１．５倍の値段です。 

 そこで、財団派遣として 4 年目を迎えていた東

京都出身の先生、21 年度に大阪府から派遣された

同い年の先生、同じ年度に静岡県から派遣されて

いた 3 歳下の先生に「有志で自主学習会を立ち上

げたい」ともちかけると「いいよ、やろう！」と

賛同してくれ、財団派遣の教職経験の少ない若い

先生を中心に「若手（自称も可）学習会」を立ち

上げることにしました。大風呂敷を広げると参加

しづらくなるし…ということで、学習会の存在を

公にはあえてしませんでしたが、２～３か月に一

回、部屋を提供してくれる先生を募り、仕事が終

わった後の 19 時からや、何もない休日の午後か

ら時間を設定するなどし、２～３時間テーマを設

けて少人数でディスカッションするという風に

しました。言い出しっぺということもあり、基本

的には私がメンバーにどんなテーマで学びたい

かを聞いてレポートを作成し、それを肴に話し合

うことが多かったのですが、先ほど述べた 3 人の

先生方もいつもいろいろとレポートを持ち寄っ

てくれ、私にとっても非常に学び多き時間となり

ました。レポートのテーマは内容も領域も多岐に

わたる大変興味深いものばかりでした。印象に残

っているのは、あるメンバーから「いつも授業で

ワークシートに気付いたことや感想なんかを書

かせるんだけれど、どんなふうに赤を入れたらい

いのかわからない」という声があり、その先生が

実際に授業で子どもに書いてもらったワークシ

ートをもとに、みんなで「自分だったらこんな風

に赤を入れる！」と話し合ったことです。いろい

ろな視点や子どもの見方などを知ることができ、

大変貴重な機会となりました。 

メンバーは私を含め平成 22 年度派遣が多かっ

たので、私たちの帰国ともに学習会も解散かなと

思っていたのですが、24 年度派遣の二人の先生か

ら「自主的に学び合える場がほしい」という声を

聞き、「実はね…」と学習会の存在を明かしたと

ころ「ぜひ参加したいです！」ということで、24

年度後半は新しいメンバーも加わり、にぎやかな

会になりました。25 年度以降も若い先生を誘って

継続していきますと言っていただくことができ、

うれしい気持ちでマレーシアを去ることができ

ました。 

 

７７７７    謝辞謝辞謝辞謝辞    ～おわりにかえて～～おわりにかえて～～おわりにかえて～～おわりにかえて～    

 

この 3 年間、本当にさまざまな人に出会い、学

ぶ機会をもらい、自分自身教師としてかけがえの

ない貴重な経験をさせていただくことができま

した。自分にかかわってくれたすべての人々に感

謝の気持ちでいっぱいですが、やはり最後に感謝

しなければいけないのは妻と二人の息子たちだ

と思っています。 

慣れない環境で、言葉や宗教、文化、生活様式、

水や食べ物、あらゆる面で日本とはちがうマレー

シアという国で、親しい友人や親とも気軽に会う

ことができず、配偶者のボランティア活動など、

家事以外にも様々な責務が課せられ、妻にとって

は本当に大変な 3 年間だったと思います。実際最

初の１・２か月は日本に帰りたいと漏らしていた

こともありました。しかし、他の先生方の奥様方

など、すてきな出会いにも恵まれ、2 年目や 3 年

目はマレーシアでの生活を楽しいと言ってくれ

ました。最後の数か月はドリアンやローカルフー

ドを家族で食べに行きながら「あと 1 年くらいい

てもいいね」と言い合えたのも本当によかったで

す。 

二人の息子に関しては来馬当時それぞれ２歳

と７か月でしたが、帰国する時には 5 歳と 3 歳、

大きなけがや病気もせず（それでも病院には本当

によくかかりましたが）過ごしてくれました。住

んでいたコンドミニアムの 2 階に保育園が、そし

て隣のコンドミニアムの中に同系列の幼稚園が

入っていたこともあり、息子たちは 3 年間そこに

通わせましたが、マレーシア人の友達もたくさん

でき、先生方にもよくしていただき、それぞれ保

育園・幼稚園生活を楽しむことができたようです。

長男は日常会話程度であれば英語でのコミュニ

ケーションも随分と上手になりました。幼稚園で



は、マレー語と中国語（マンダリン・華語）も学

んでいたようです。帰国した今も Skype のレッス

ンなどで何とか英会話のスキルを維持できれば

と考えているところです。 

 

 最後の 1 年は 4 年 1 組の担任に加え、初めて学

年主任の仕事もさせていただきました。2 組は新

卒 3 年目、大学を卒業してすぐに来馬し、クアラ

ルンプールで教員生活をスタートさせた若い女

性の先生、3 組は２４年度派遣、埼玉県出身の同

い年の男の先生と、比較的「若い」学年になりま

した。経験が少ないことを言い訳にせず、だから

こそ３人で支え合ってがんばろうと話し、授業づ

くりはもちろん、連絡帳の返事から電話での話の

内容まで、少しでも不安になったり困ったりした

らすぐに３人でシェアしようと話しました。そし

て、実際にそれを実行して一年間を過ごすことが

できました。いい意味でもそうでない意味でも、

本当にいろいろな先生がいましたが、私は出会い

に恵まれた幸せな３年間だったと思っています。 

 

 ３月の修了式直前、学年お別れ集会を行いまし

た。楽しかった思い出の発表や運動会でおどった

YOSAKOI ソーランをもう一度！など、楽しい時

間はあっという間に過ぎ、最後に先生方からメッ

セージ、という機会があったので、子どもたちに

こんな話をしました。 

「みんなは最初マレーシアに来たとき、どんな

気持ちだっただろう。日本で仲が良かった友達や

親戚と涙涙のお別れをして、おうちの人の仕事の

都合で半分無理やり連れてこられた人もいたか

もしれない。本当の気持ちはマレーシアなんか行

きたくない！って。でも、来てみたら友達はみん

な優しいし、日本にはない面白いこともいっぱい

あるし、勉強も一生懸命がんばっているし。だか

ら今はマレーシアでの生活も悪くないな、楽しい

なって、そう思えている人がいるとしたら、それ

はとっても素晴らしいことだと思います。先生も

含めて、今年度で本帰国する人の中には、『日本

に帰ってからのことが不安だ、心配だ』と思って

いる人もいるでしょう。他の人も、多くは数年後

には日本に帰るだろうし、ずっとマレーシアにい

る人も、中学部を卒業したら新しい世界へ羽ばた

いていかなくてはならない。そこで先生がみんな

に大事にしてほしいのは『植えられたところで芽

を出し、自分の花を咲かせられる花になろう』と

いうことです。『ぼくはこんな場所に植えられた

くなかった』なんて言っていても、何も始まらな

いものね。自分が置かれた環境の中で、楽しさを

見つけだし、自分の良さを自分で伸ばしていける、

みんなにはそんな大人になっていってほしいと

思います。またどこかで会いましょう」 

 ４年生の子どもたちに話しながら、途中からな

んだか自分自身に言いきかせている気がしてな

りませんでした。 

 私も今年度から札幌の小学校に戻ってきまし

た。クアラルンプール日本人学校で出会った子ど

もたちがそれぞれの場所でがんばっていると信

じて、私も植えられた場所で成長し、自分なりの

きれいな花を咲かせられるよう、新たな気持ちで

努力していきたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 


